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う
ぶ
声

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
紙
７
月
通
常
版
26
ペ
ー
ジ「
う
ぶ
声
」の

　

ふ
り
が
な
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

　

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
訂
正
前

　

㞍
無
濵　

迦か
い　

斗と 【
正　

輝
】 

大
小
路

●
訂
正
後

　

㞍
無
濵　

迦か
な　

斗と 【
正　

輝
】 

大
小
路

６
月
届
出
分（
敬
称
略
）

（
氏　

名
）　　
　
　
　

   （
年　

齢
）

井
手
口　

克　

己 【　

84　

】 

東
向
田

髙　

橋　

知　

德 【　

82　

】 

東
向
田

菅　
　
　

和　

子 【　

80　

】 

向
田
本
町

新　

原　

啓　

子 【　

54　

】 

向
田
本
町

鮫　

島　

榮
八
郎 【　

74　

】 

若
松

知　

識　
　
　

治 【　

77　

】 

西
開
聞

新　

町　

久　

夫 【　

77　

】 

宮
里

植　

村　

三　

郎 【　

84　

】 

宮
崎

鶴　

原　

吊　

美 【　

72　

】 

勝
目

白　

川　

秋　

已 【　

78　

】 

尾
白
江

火
野
坂　

信　

義 【　

70　

】 

青
山

岡　

本　

フ　

ク 【　

83　

】 

中
福
良

東　
　
　

久　

江 【　

86　

】 

中
福
良

堀　

内　
　
　

枝 【　

91　

】 

中
福
良

野　

崎　

カ　

ツ 【　

89　

】 

隈
之
城

峯　
　
　

チ　

リ 【　

92　

】 

平
佐

有　

島　

ア　

ツ 【　

90　

】 

天
辰

村　

尾　

幸　

伸 【　

77　

】 

天
辰

坂　

口　

郁ふ
み　

和な

【
新　

一
】
市
比
野

前　

田　

志し　

帆ほ

【　

誠　

】
市
比
野

辻　
　
　

陽は
る　

斗と

【
伸　

春
】
塔
之
原

長　

瀬　

柾ま
さ　

範の
り

【
兼　

輔
】
塔
之
原

三　

腰　

桃も
も　

香か

【
朝　

和
】
塔
之
原

　
　坂　

元　

剣け
ん　

心し
ん

【
貞　

明
】
浦
之
名

奥　
　
　

遥は
る　

斗と

【
孝　

二
】
副
田

川　

野　

真ま
な　

人と

【
輝　

之
】
副
田

小　

島　

夏な
つ　

実み

【
康　

久
】
副
田

弓　

塲　

映え
い　

汰た

【
智　

将
】
副
田

橋　

口　

良ら　

奈な

【
建　

作
】
斧
渕

橋　

口　

里り　

奈な

【
建　

作
】
斧
渕

北　

原　

三み　

登と

【
義　

大
】
南
瀬

竹
ノ
内　
　
　

心し
ん

【
義　

貴
】
南
瀬

竹　

下　

孝こ
う　

諒り
ょ
う

【
庄　

一
】
黒
木

田　

尾　

駿と
し　

稀き

【
和　

彦
】
下
手

＊
掲
載
対
象
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

寺　

園　
　
　

陸り
く

【
良　

紀
】
桑
之
浦

＊
掲
載
対
象
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
掲
載
対
象
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

天　

野　

逢あ
い　

花か

【
伸　

彦
】
国
分
寺

田　

島　
　
　

駿し
ゅ
ん

【
良　

太
】
国
分
寺

田　

代　

奈な

つ

き
津
姫
【
周　

造
】
国
分
寺

入
尾
野　

心し

ゅ

う
心
優
【
貴　

之
】
御
陵
下

大
井
園　

琉る　

生い

【
大　

喜
】
御
陵
下

井　

上　

茉ま

り

か
莉
花
【　

翔　

】
宮
内

植　

村　

飛あ

す

か
鳥
鳥
【　

哉　

】
宮
内

大　

山　
　
　

遼り
ょ
う

【
千　

秋
】
宮
内

下　

口　

健け
ん　

斗と

【
直　

人
】
宮
内

髙　

橋　

涼す
ず　

佳か

【　

豊　

】
宮
内

西　

山　
　
　

葵あ
お
い

【
竜　

太
】
宮
内

長　
　
　

泰や
す　

毅た
か

【
慶
一
郎
】
五
代

遠　

嶋　

真こ

こ

ろ
心
心
【　

光　

】
五
代

金　

﨑　

堅け
ん　

心し
ん

【
大　

貴
】
上
川
内

竹　

井　

ゆ
き
な
【
幸　

平
】
上
川
内

石　

神　

里さ　

彩あ
や

【
智　

也
】
中
郷

菊　

永　

和な
ご　

心み

【
栄　

作
】
中
郷

日
笠
山　

心み　

優ゆ

【　

傑　

】
田
崎

椎　

葉　

ま
り
あ
【
宏　

司
】
百
次

津　

曲　

琴こ

と

み
音
美
【
清　

文
】
百
次

徳　

重　

遼り
ょ
う　

介す
け

【
祐　

介
】
百
次

新　

原　

拳け
ん　

斗と

【
博　

樹
】
百
次

内　

山　

琉る　

菜な

【
浩　

文
】
永
利

木
佐
貫　

啓け
い　

太た

【
政　

人
】
永
利

木　

原　

美み　

雪ゆ
き

【
裕　

一
】
永
利

濵　

﨑　

紗さ　

羽わ

【
純　

平
】
永
利

植　

木　

璃り　

真ま

【
伸　

弘
】
城
上

今　

村　

彩あ
や　

花か

【
芳　

文
】
東
大
小
路

地　

德　

篤あ
つ　

希き

【
洋　

志
】
東
大
小
路

坂　

本　

か
の
ん
【
章　

悟
】
中
郷
一
丁
目

尾　

辻　

蒼そ
う

太た

朗ろ
う

【
秀　

樹
】
中
郷
四
丁
目

本
鍋
田　

拓た
く　

翔と

【
弘　

和
】
中
郷
四
丁
目

　
木　

塲　

ひ
な
た
【
康　

徳
】
市
比
野

６
月
届
出
分（
敬
称
略
）

（
出
生
児
） 　
　
　
　
　
　
（
保
護
者
）　　

大　

瀧　

恵え

り

な
璃
奈
【
眞　

吾
】
西
開
聞　
　

前　

田　

晃こ
う　

希き

【　

晃　

】
冷
水

上
白
石　

蒼あ
お　

叶と

【　

隼　

】
宮
里

大　

平　

彩さ　

世よ

【
晃　

嗣
】
勝
目

濵　

田　

妃ひ

な

の
奈
乃
【
周　

平
】
勝
目

勝　

目　

昊こ
う　

聖せ
い

【
将　

隆
】
山
之
口

福　

元　

滉こ
う　

明め
い

【　

晃　

】
尾
白
江

山
之
口　

蹴し
ゅ
う　

斗と

【
健　

二
】
青
山

今　

吉　

あ
お
い
【
弘　

哉
】
隈
之
城

安　
　
　

彪ひ
ゅ
う　

雅が

【
政　

則
】
平
佐

牛
ノ
濵　

柚ゆ
ず　

樹き

【
光　

俊
】
平
佐

大　

迫　

丈じ
ょ
う

士じ

朗ろ
う

【
一　

臣
】
平
佐

川　

島　

也よ
り　

和と

【
靖　

広
】
平
佐

川　

尻　

洸こ
う　

太た

【
大　

樹
】
平
佐

久　

保　

義よ
し　

宣の
り

【
直　

基
】
平
佐

須　

賀　

奈な

な

み
々
美
【
春　

二
】
平
佐

角　
　
　

萌も

も

か
々
華
【
康　

弘
】
平
佐

冨　

森　

里り　

奈な

【
靖　

裕
】
平
佐

福　

留　

彩さ
や　

佳か

【
幸　

一
】
平
佐

福　

原　

佳か　

純す
み

【
淳　

一
】
平
佐

北　
　
　

琉る
う　

慧と

【
博　

士
】
横
馬
場

種　

田　

偲し　

乃の

【
貢　

也
】
天
辰

横　

矢　
　
　

樹た
つ
き

【
誠　

吾
】
天
辰

祝　

迫　

大だ
い　

輝き

【
政　

成
】
大
小
路

坂　

元　

真ま
な　

翔と

【
慎
一
郎
】
大
小
路

田
ノ
上　

結ゆ
い　

花か

【
俊　

輔
】
大
小
路

長　

野　

志し　

郎ろ
う

【　

誠　

】
大
小
路

森　
　
　

宥ゆ

う

き
佑
紀
【　

隆　

】
大
小
路

せ
ん
だ
い

い
り
き

け
ど
う
い
ん

せ
ん
だ
い

ひ
わ
き

と
う
ご
う

さ
と

か
み
こ
し
き

し
も
こ
し
き

か
し
ま

23 2008. ８.10　広報さつませんだい23 2008. ８.10　広報さつませんだい

薩
摩
川
内

暮
ら
し
の

情
報
案
内

情
報
案
内

●交通事故件数
　２７４件　（前年比－１８件）
●死　者
　　　１人　（前年比　－１人）
●傷　者
　３０６人　（前年比－５１人）

（H20. １/ １～７/22）

薩摩川内市交通事故発生状況

加　

藤　

喬　

久 【　

77　

】 

楠
元

平　

川　

皓　

一 【　

77　

】 

花
木

永　

田　

フ　

ミ 【　

87　

】 

大
小
路

松　

若　

純　

隆 【　

85　

】 

国
分
寺

田　

畑　

冨　

雄 【　

86　

】 

御
陵
下

宮　

𦚰　

正　

子 【　

77　

】 

御
陵
下

吉　

見　

ヒ
デ
子 【　

92　

】 

御
陵
下

有　

馬　

篤　

義 【　

90　

】 

宮
内

森　

内　

覺　

男 【　

90　

】 

宮
内

稲　

福　

良　

子 【　

84　

】 

田
崎

久　

保　

ク
サ
ヱ 【　

91　

】 

水
引

下　

川　

大　

輝 【　

19　

】 

網
津

新　
　
　

ナ　

ミ 【　

85　

】 

百
次

瀨
戸
口　

正　

已 【　

78　

】 

永
利

諏
訪　
　

秀　

男 【　

55　

】 

久
見
崎

　

牟
田　

幸　

彦 【　

86　

】 

寄
田

有　

馬　

久　

雄 【　

85　

】 

高
江

金　

藤　

世　

界 【　

86　

】 

高
城

中　

村　

尚　

正 【　

85　

】 

陽
成

永　

山　

皎　

子 【　

76　

】 

陽
成

久
木
野　
　
　

子 【　

74　

】 

城
上

川　

畑　

順　

二 【　

74　

】 

西
方

野
間
口　

マ
サ
ノ 【　

95　

】 

西
方

滿　

尾　

健　

次 【　

65　

】 

東
大
小
路

萩　

原　

フ　

エ 【　

86　

】 

中
郷
一
丁
目

福　

永　

嬉　

美 【　

94　

】 

中
郷
一
丁
目

久
木
野　

テ　

ル 【　

88　

】 

中
郷
五
丁
目

井　

川　

廣　

美 【　

74　

】 

市
比
野

坂　

口　

ア
ツ
子 【　

82　

】 

市
比
野

笹　

森　
サ
エ
キ
ク 【　

95　

】 

市
比
野

仙　

名　

清　

春 【　

83　

】 

市
比
野

髙　

原　

兼　

文 【　

56　

】 

市
比
野

津　

曲　

フ
ノ
ヨ 【　

99　

】 

市
比
野

德　

地　

ナ　

リ 【　

90　

】 

市
比
野

鳥　

越　

次　

夫 【　

79　

】 

市
比
野

折
小
野　

留
次
郎 【　

97　

】 

塔
之
原

橋　

口　
　
　

司 【　

79　

】 

塔
之
原

福　

山　

ミ
ツ
子 【　

86　

】 

塔
之
原

田　

中　

ミ
チ
子 【　

79　

】 

浦
之
名

加
治
屋　

ツ
ヤ
子 【　

83　

】 

副
田

田　

口　

好　

子 【　

64　

】 

副
田

田
之
上　

千　

里 【　

79　

】 

副
田

橋　

野　

武　

六 【　

82　

】 

副
田

中
ノ
上　

綾　

子 【　

91　

】 

斧
渕

早　

﨑　

一　

義 【　

62　

】 

斧
渕

久　

保　

岩　

夫 【　

88　

】 

南
瀬

大　

山　

静　

人 【　

82　

】 

上
手

別　

府　

睦　

子 【　

75　

】 

上
手

山　

口　

滿　

德 【　

82　

】 

黒
木

内　

村　

ア
ツ
子 【　

85　

】 

下
手

米　

丸　

前　

進 【　

68　

】 

下
手

ひ
わ
き

い
り
き

と
う
ご
う

け
ど
う
い
ん

大　

村　

オ
タ
キ 【　

90　

】 

里

馬　

塲　

シ
ズ
ヱ 【　

93　

】 

里

藏　

元　

榮　

十 【　

90　

】 
中
甑

中　

村　

俊　

教 【　

87　

】 

瀬
々
野
浦

田　

畑　

勝　

元 【　

87　

】 

藺
牟
田

橋　

野　

正　

人 【　

87　

】 

藺
牟
田

＊ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

関
係
者
は
、
事
前
に
本
庁
広
報
室
、
ま
た
は

届
け
出
の
際
に
、
本
庁
市
民
課
あ
る
い
は
各

支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

さ
と

か
み
こ
し
き

し
も
こ
し
き

か
し
ま

パートタイム労働法が
変わりました！

お
く
や
み

　パートタイマーとして働いている方が、働
きや貢献に見合う待遇を受け、その能力を一
層有効に発揮することができるように、事業
主に対し雇用管理の改善を求めた、改正パー
トタイム労働法が４月１日より施行されてい
ます。
■主なポイント
①雇い入れの際、一定の労働条件は文書など
　で明示されます。
②雇い入れ後、希望すれば、待遇の決定に当
　たって考慮した事項を説明してもらうこと
　ができます。
③賃金・教育訓練・福利厚生などの待遇は、 働
　きや貢献に応じて決定されます。
＊働きや貢献については、職務の内容・人材
　活用の仕組み・契約期間の三つの要件によっ
　て判断されます。
④正社員へ転換するチャンスが生まれます。
⑤パートタイマーとして働いている方と事業
　主の苦情・紛争の解決の仕組みが整備され
　ました。
【対象】＝職場での呼び方（例：パート・アルバ
イト・契約社員・準社員など）にかかわらず、
１週間の所定労働時間が、同一の事業所に雇
用される通常の労働者の１週間の所定労働時
間に比べて短い労働者
【問合先】＝鹿児島労働局雇用均等室
099（222）8446
http://www.kagoshima.plb.go.jp/

　市内で、横断歩道を渡っていた高齢者が
自動車にはねられて亡くなる交通死亡事故
が発生しました。

交差点における交通事故に注意しましょう。


